
２月２６日（日）に土師ダム桜守プロジェクトを開催したところ、多くのボラ
ンティアの方に参加いただきました。当日は気温が低いものの快晴となり天候に
恵まれ、作業中は汗ばむくらいの心地よいボランティア日和りとなりました。

桜の蕾(花芽)は、冬に入る前にいったん休眠し、成長を止めます。そして冬の
厳しい寒さによって再び目を覚まし(休眠打破)、そこからは春の暖かさによって
成長していきます。

冬にある程度寒くなることが早い開花には必要で、冬の寒さが不十分で「休眠
打破」がうまく行われないと、開花が遅くなります。

今年度の冬は、強い寒気が流れ込むこともありましたが長続きはしなかったた
め、休眠打破がうまくいったのか心配なところです。春先は平年より高めの気温
が予想され花芽が順調に生長する見込みですので、平年並みか平年より早めの開
花となると予想されています。

今回の桜守プロジェクトは、よりいっそう力強く美しい桜が咲くことができる
ように桜の保全活動を行いました。
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桜守プロジェクト 問い合わせ先

■お問い合わせ先■
国土交通省 中国地方整備局 土師ダム管理所 管理係（サポート組織）

〒731-0301広島県安芸高田市八千代町土師３６９－２４
ＴＥＬ：（０８２６）５２－２４５５ ＦＡＸ：（０８２６）５２－２４５７

お待ち

しており

ます!

土師ダム桜守プロジェクト事務局

〒731-0301 広島県安芸高田市八千代町土師７０９ はじ丸館内
tel ０８２６－５２－２８１１ fax ０８２６－５２－２７５５

安芸高田市役所 管理課（サポート組織）

〒731-0501 広島県安芸高田市吉田町吉田２６９番地４
tel ０８２６－４７－１２０１ fax ０８２６－４７－１２０６

今年度の冬は、積雪回数が少なかったものの１２月と１月に２回の豪雪があり
ましたので、桜の雪折れがのどごえ公園の至る所で発生していました。

その折れた患部を放置していると病原菌が侵入して桜が病弱化してしまうため、
折れた木の処置に多くの時間を要しました。

折れた患部は、チェーンソーやノコギリできれいに切断し、殺菌剤（トップジ
ン）を塗布して、病原菌の侵入を防ぎました。

殺菌剤の塗布雪折れした枝 殺菌剤塗布後


